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＜本プロジェクト概要＞ 

近年、離島や過疎地域では人口急減や少子高齢化が進展し、里山の荒廃や耕作放棄地、

空き家の増加など様々な社会課題があります。（全国で 820市町村が過疎地域に指定、

令和 3年 4月） 私たちは、「誰一人取り残さない社会をつくる」という SDGｓの理念や

我が国の目指す社会「Society5.0」といった第 6期科学技術・イノベーション基本計画

等を踏まえ、新潟県内の離島過疎地域の一つである佐渡島を研究のフィールドとして設

定しました。 

社会課題の中でも、多くの離島過疎地域が抱えている「U・Iターン課題」に着目し、

若者の島外流出を抑制し、島内流入を促進するための施策を模索しています。 
2021年は、「多様化・複雑化した社会課題解決のため、地域の担い手を創出する」と目
標を掲げ教育的観点からのアプローチを実践しました。今回はその一部をご紹介します。 
 
（参考） 
Webページ 新潟大学 工学部 スマート・ドミトリー 
（https://www.eng.niigata-u.ac.jp/~sumadomi/dormitory/dormitory_09.html） 
 
Twitter   【新潟大学スマート・ドミトリー】 スマート DESIGNーｉ 
（https://twitter.com/smart_design_i） 
 
Instagram 【新潟大学スマート・ドミトリー】 スマート DESIGNーｉ 
（https://www.instagram.com/niigatauniv_design.i/） 
 
YouTube  【謎過ぎ】 スマート DESIGNーｉってどんなグループ？？ 
（https://youtu.be/bY_hwUzbVgw） 
 
＜今年度の活動＞ 
① 2021年夏、佐渡総合高校と新潟大学をオンラインで繋ぎサマーセッションを開催し

ました。様々な場面でご活躍されている方々からの講演会や高校生・大学生間での

ワークセッションなどを行い、課題解決に向けたプロセスを確立することの重要性

を学びました。それらを通じて、自分たちが主体となって佐渡島で社会課題解決を

行っていくためには、課題発見力や課題解決力といった「スキル」、佐渡島の各種デ

ータや島内に住む人々のニーズといった「知識」の 2つの要素の習得が必要である

と実感しました。 

 



 

②社会課題解決のために必要な基礎知識を付けるための実践ワークとして「さどりぞ」

というサイトの Web記事を執筆しました。耕作放棄地や廃校を整備した多目的施設、空

き家を利活用した宿泊施設等の視察や、実際に佐渡島の地域活性化・情報発信のためご

活躍されている方々への直接取材から、佐渡島に関する知見を広げることが出来ました。

この実践ワークで得た経験をもとに、今後さらに地域活性化事業や情報発信に力を入れ

ていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③社会課題解決のために必要な基礎スキルを付けるための実践ワークとして、「共創ワ

ークセッション」を実施しました。共創ワークセッションとは、「学生自ら課題を設定

し、解決策を考え、実証・検証する」という Smart DESIGN―ｉの研究手法を短時間に

凝縮したものです。第 1回のテーマは、「通常 1つ 100円前後の佐渡産のおけさ柿を、1

つ 500円で販売するためには？」でした。佐渡総合高校の生徒・新潟大学の学生混合の

5チームに分かれて議論し、社会課題解決に必須スキルである課題発見力、課題解決力

の向上を図ることができました。さらに、大学生にとっては高校生の意見表出を促し、

集約するといったファシリテータースキルを試す貴重な機会となりました。今後も積極

的に取り入れていきたいと考えています。 

 

 

 

 

 


